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リヴィングストンの最後のアフリカ探検にみえる 

第 1 期ナーシク・ボーイズの渡海経験―1866年から 1873 年まで 

 

鈴木 英明 
 

はじめに 

 1866 年 3 月 19 日、デイヴィッド・リヴィング

ストンは英王立海軍のペンギン号でザンジバル

島を発ち、同月 24 日にルヴマ川河口近くに降り

立った。そこから始まる彼の探検は、結果的に

彼にとって最後のものとなる。広く知られてい

るように、ナイル川の水源を探し求めた彼は

1873 年 5 月 1 日、バングウェウル湖畔のイララ

にてその 60 年の生涯を閉じた。 

彼の探検は同時代の欧米人にとって非常に大

きな関心事であったし、その影響はアフリカ大

陸に関する地理学的知識、植民地化、キリスト

教の伝播、奴隷廃止など多岐に亘ってこれまで

論じられてきた。これに対して、本稿でまず思

い返したいのは、リヴィングストンの探検が単

独行だったのではないという事実である。これ

はあまりにも当たり前のことなのだが、では、

彼の探検の随行者とはいったい誰だったのだろ

う。私たちはそれが単独行であるはずはなかっ

たという点を想起できても、誰が彼に随行した

のかについては想像力が働きにくい。アフリカ

大陸に関する地理学的知識や植民地化、キリス

ト教伝播などといった従来のリヴィングストン

評価を定める際の主要テーマを追求する限りに

おいて、随行者が誰だったのかという問いに大

きな重要性は認められてこなかったという点も

想像力が働かない背景にあるだろう。しかし、

次段落に述べるような関心に基づけば、随行者

がいかなる人物で、彼らが随行するなかでどの

ような経験をしたのかという問いに重要性が認

められるべきだろう。 

現在、筆者は、ボンベイ・アフリカンの渡海

経験の総合的な分析を進めている。ここでいう

ボンベイ・アフリカンとは、19 世紀のインド洋

西海域における英海軍の奴隷交易廃絶活動の進

展のなか、洋上で救出され、その後、様々な経

緯を経てボンベイを経由し、聖公会宣教協会の

運営するマハーラーシュトラ州ナーシクの伝道

所附設のアフリカン・アシュラムという施設で

教育を受けた一群の人々を示す。本稿で取り上

げるリヴィングストンの随行者である「ナーシ

ク・ボーイズ」もこのボンベイ・アフリカンの

一部である。ナーシク・ボーイズを皮切りに、

ボンベイ・アフリカンの多くはインド亜大陸か

らアフリカ大陸へと再び渡海していった。奴隷

として海を渡るところから始まる彼らの複数回

に亘る渡海現象を追うことで、19 世紀のアフリ

カ大陸――とりわけ、その植民地化――に大きな

影響を与えたアフリカ探検、同世紀のインド洋

西海域に大きな変化をもたらした奴隷交易廃絶

活動、そしてアフリカ大陸やその他のインド洋

西海域周辺諸社会のみならず全世界的な展開を

遂げていたキリスト教布教や奴隷廃止といった

諸問題を結び付け、その総体を個人のレヴェル

から再検討することが可能になるだろう。ま

た、ボンベイ・アフリカンがインド亜大陸で数
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年生活したのちに、どのようにして再びアフリ

カ大陸に戻り、そこでの経験――すなわちアフリ

カ経験――がいかなるものであったのかを検討

することは、近年、大きく研究が進展し始めた

が、いまだ大西洋偏重であるといわざるを得な

いいわゆる解放アフリカ人 liberated Africans 研

究 1に対して、インド洋西海域から貢献をするこ

とにもなる。この方面に関心をさらに拡張して

いけば、アフリカン・ディアスポラ論における

大西洋とインド洋西海域との比較も視野に入っ

てくる。 

そのような構想を念頭に、本稿では「ナーシ

ク・ボーイズ」に注目し、彼らの随行者として

の動向をリヴィングストンの日誌類から取り出

し、通時的に整理をすることを目的とする。リ

ヴィングストンに随行した際の彼らの経験をた

どることは次のような利点を有する。まず、彼

らのアフリカ経験は他のボンベイ・アフリカン

に先んじたものであり、また、ボンベイ・アフ

リカンに関する多くの記録が非常に断片的であ

り、個人を追跡することも困難である一方、ナ

ーシク・ボーイズについては、リヴィングスト

ンによる探検記録を利用することによって、通

時的にその動向を追うこともできる。 

 ナーシク・ボーイズが参加したリヴィングス

トンの最後の探検については、1874 年に刊行さ

れた『デイヴィッド・リヴィングストンの中央

アフリカにおける最後の日誌、1865 年から彼の

死まで』2がその全行程を取り扱っている。彼の

死後に刊行されたこの書は、UMCA

（Universities’ Mission to Central Africa）の一員と

                                            
1 最新の研究として、Anderson and Lovejoy (eds.) 2020. 
2 Livingstone 1874. 
3 Helly 1987. 

してアフリカ大陸で活動し、帰英後、反奴隷制

協会に参加し、教区牧師としても活躍したホー

レス・ウォーラー（1833-1896）がリヴィングス

トンの遺した日誌類に基づき編纂したものであ

る。ウォーラーは奴隷制廃止活動家として活躍

したことが広く知られており、ヘリーの研究に

よって、この刊本には、原資料の日誌類に書か

れていたにもかかわらず、奴隷制廃止運動にそ

ぐわないとウォーラーによって判断された多く

の記述が盛り込まれていない点が明らかにされ

ている 3。ここで特筆すべきは、それらの多くが

探検中の奴隷商人やナーシク・ボーイズとの関

係性に関する箇所であるという点である。この

点を踏まえれば、本稿でこの刊本を基礎資料と

することはできず、リヴィングストンの記した

日誌類に立ち戻らなければならない。 

 また、ナーシク・ボーイズは最後の探検の開

始時から参加していた第 1 期 9 名とリヴィング

ストン遭難の報を受けて結成された救出隊に随

行した第 2 期 6 名に大別できる。本稿では第 1

期のみを扱う。第 2 期については別稿を用意し

ている。 

以下では、まずインド洋西海域における奴隷

交易とその廃絶活動との関係性のなかにボンベ

イ・アフリカンとナーシク・ボーイズを位置づ

けたうえで、リヴィングストンの最後の探検に

関する日誌類を主たる対象として、それらから

第１期ナーシク・ボーイズの記事を集成する。

それを踏まえて、渡海と彼らの属性――アイデ

ンティティ――の関連のなかで第１期ナーシ
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ク・ボーイズのアフリカ経験を考察し、今後の

課題を抽出したい。 

 

インド洋西海域における奴隷交易とその廃絶活

動、そしてボンベイ・アフリカンとナーシク・

ボーイズ 

 インド洋西海域における奴隷交易は 19 世紀に

最盛期を迎えるが、同時に、1817 年にマダガス

カル島のイメリナ王国と奴隷交易廃止に関する

条約を締結して以降、イギリス帝国は各地の政

権と次々に類似の条約を締結していく。それら

を土台にして、奴隷交易船の検挙や船上の奴隷

の解放といった実質的な成果がインド洋西海域

で本格化するのは 19 世紀半ばごろである。その

なかで王立海軍をはじめとするイギリス側に浮

上するようになったのが、救出された奴隷の処

遇問題であった 4。救出された奴隷は海軍の保護

の対象となるのだが、それは廃絶活動の費用増

加に直結する。したがって、海軍は救出奴隷を

なるべく早く手放そうとするが、そこにはいく

つかの困難が生じていた。たとえば、奴隷たち

の出身地に送り戻せばよいという意見もあった

が、これは第一に、19 世紀半ばの段階で、取引

される奴隷の出身地はアフリカ大陸に大きく限

定されるようになってはいたが、内陸部に深く

入り込むようになっており、出身地が広い範囲

に亘っていたことから実際に実行することは難

しかった 5。これに関連して、第二の問題とし

て、インド洋西海域で取引される奴隷の多くは

男女問わずに幼少年が多数を占めるために、彼

                                            
4 鈴木 2007, 18; 鈴木 2016, 114-115; Hopper 2020. 
5 たとえば、1860 年のザンジバル島におけるイギリス臣民所有奴隷の一斉解放で作成されたリストからは、少なくとも

84 の集団名が抽出できる(Suzuki 2012)。 
6 Suzuki 2017, 73-96. 
8 IOR/R/15/1/149/20 [Anderson to Kemball, Bombay, 6 February 1855]. 

らの多くは自らの正確な出身地に戻る方法を知

らなかったことが挙げられる 6。場合によって

は、出身地の地名を知らない場合も存在した

し、送還は送り返された先で再び奴隷にさせら

れてしまうという再奴隷化の危険性を常に孕ん

でいた。加えて、第三に指摘すべきは、救出さ

れた奴隷たち自身がアフリカ大陸への送還を拒

む場合が少なくなかった点である 。 

そこで、救出奴隷を新たな生活拠点に送り届

けるという選択がなされるが、その場合、働き

口を斡旋する必要があった。成人でも再奴隷化

の危険性は高かったが、幼少年の場合、その可

能性はより高くなると考えられた。それを踏ま

えて、信頼のおける裕福な家庭に召使いとして

引き取ってもらうという選択肢が存在したが、

引取り可能な人数は限られる。そうして多くの

幼少年の救出奴隷は、彼らを受け入れ対象とす

る保護施設に引き取られていくこととなる。 

そのような施設は、19 世紀半ばでは、特にイ

ンド亜大陸に複数存在していた 8。こうした施設

が学校を附設していない場合、そこを生活拠点

にして、誰かしらの援助を受けて、学校に通う

者も少なくなかった。実は、リヴィングストン

が 1864 年にザンベジ川とルヴマ川を遡上する第

2 次アフリカ探検を終えたのち、ボンベイに身を

寄せた際、この探検からリヴィングストンに同

行してボンベイにやって来たヤオ出身の元奴隷

チュマ（ジュマ）やウェコタニ、スシは、リヴ

ィングストンの支援を受けて、聖公会宣教協会

の宣教師ウィルソンが設立し、現在でも名門と
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して知られるウィルソン大学で学んでいる 9。チ

ュマやウェコタニは英語のほか、ヒンドゥスタ

ーン語やマラータ語も学び、特に英語の読解に

は目覚ましい上達を見せたとされ、ウィルソン

とリヴィングストンは離印前に彼らに洗礼を施

している 10。 

 救出奴隷子女の保護施設のうち、最も広く知

られたのが聖公会宣教協会のナーシク伝道所に

附設されたアフリカン・アシュラムであった。

アフリカン・アシュラムは、1853 年に同協会ボ

ンベイ伝道所通信員のキャンディーとボンベイ

在住の篤志家のドイツ人商人夫妻がボンベイに

設立したアフリカ系幼少年救出奴隷のための保

護施設兼学校を起源に持つが、この篤志家夫妻

の商業的没落や死去などを経るなかで、引取り

手が転々とし、最終的に 1860 年にボンベイ政府

の仲介でナーシク伝道所がそれを引き取り、ナ

ーシクに移転した経緯を持つ 。当初、男子のみ

の受け入れだったが、1863 年にはボンベイに残

っていた女子部を統括する女性が死去したのを

受けて、女子部も併合された 12。この施設に入っ

た者たちは、一般的に 12 歳以下は 伝道所が運

営するマラータ語普通学校に通い、それより年

長者は同じく伝道所附設の職業訓練校に通い、

木工や鍛冶、織業を徒弟制のもとで学んだ。

1832 年に開所したナーシク伝道所は孤児院や職

業訓練校を附設しており、当初から、孤児の自

立について積極的な取り組みを行ってきた。ア

フリカン・アシュラムの方針もまた、これに沿

ったものであると考えられる。結婚を機に退所

する者や手に付けた技術で独り立ちする者も現

れるようになり、常に入退所が行われていた。 

注意したいのは、ナーシク伝道所の宣教師た

ちがアフリカン・アシュラムの青少年たちにか

ける期待がそこに留まっていたわけではない点

である。表 1 はアフリカン・アシュラム在籍者

の日課をまとめたものである。職業訓練学校に

通う者とマラータ語普通学校に通う者とは就学

時間に差があるが、ここで注目したいのは、午

前 8 時から始まる朝の祈祷や 3 度の食事、午後 7

時台の晩の祈祷や英語教室は、どちらの学校に

通うかを問わず、同じ日課となっている点であ

る。これらはアフリカン・アシュラム在籍者の

みに適用される日課であった。つまり、マラー

タ語普通学校や職業訓練学校ではアフリカン・

アシュラム在籍者はそこに在籍しない他の生徒

とともに学んだり、作業をしたりするが、その

一方で、これらの日課はアフリカン・アシュラ

ム在籍者だけを集めて行われていた。また、マ 

 

 

 

 

 

 

                                            
9 Edwardes 1909, 133-134; Simpson 1975, 55. 
10 NLS Ms.10704, 29 [David Livingstone to Agnes Livingstone, Bombay, 17 November 1865]; Simpson 1975, 55. 
12 Report 1863, 7 
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表 1．アフリカン・アシュラムにおける日課(Report 1862, 23 などに基づき筆者作成) 

 

 

 職業訓練学校通学者 マラータ語普通学校通学者 

午前 0 時  就寝  

午前 1 時 

午前 2 時 

午前 3 時 

午前 4 時 

午前 5 時 

午前 6 時 

午前 7 時 マラータ語学校 

午前 8 時 8:00 朝の祈祷、沐浴、着替え、朝餐 

8:30～ 工房での作業 休憩 

午前 9 時 

午前 10 時 マラータ語学校 

午前 11 時 

正午 

午後 1 時 1:00～1:30 正餐 

1:30～5:30  工房での作業 休憩 

午後 2 時 2:00～5:00 マラータ語学校 

午後 3 時 

午後 4 時 

午後 5 時 休憩 

自由時間 

午後 6 時 晩餐 

午後 7 時 晩の祈祷 

英語教室 

午後 8 時 

午後 9 時 就寝 

午後 10 時 

午後 11 時 
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ラータ語や英語が教授される一方で、彼らの母

語であるアフリカ諸語の使用が奨励されてもい

た。宣教師たちは将来のアフリカ宣教における

有益な人材の発掘と育成をアフリカン・アシュ

ラムの大きな使命と考えており、それに従った

教育や生活が実践されていたのである。 

リヴィングストンは 1865 年 9 月半ば、当時、

滞在中だったボンベイからナーシクへと足を伸

ばし、アフリカン・アシュラムを視察してい

る。そして、彼は「子供たちが実に上手に、美

しくアフリカ的な旋律を歌っていて、大体 25 名

ほどが自分たちの言葉で歌っていた」13のを目撃

する。このことがわざわざ特筆されるのは、訪

問の目的が「そこに私にあったアフリカ人がい

るかどうかを探すため」14、つまり、当時、彼が

準備中だったアフリカ探検に有用な人材を探す

ためであったからである。この時の日誌には、

彼がナーシク伝道所の子供たちを随行員に招聘

するのを即決したかについては記されていない

が、同年 11 月 17 日の手紙には 8 名をナーシク

伝道所から招聘したことが記されている 15。最終

的には 9 名がリヴィングストンに同行し、ボン

ベイを離れてザンジバルへと向かった。彼らが

のちにリヴィングストンの日誌や書簡の類でナ

ーシク・ボーイズと呼ばれるようになる一行で

ある。名前と概要については表 2 にまとめた。 

 

 

 

 

 

                                            
13 DLC/1123/15 September 1865]. 
14 DLC/1123/14 September 1865]. 
15 NLS Ms.10704, 29 [David Livingstone to Agnes Livingstone, Bombay, 17 November 1865]. 

 

ルーベン・スミス

Reuben Smith 

1866 年 7 月 29 日離

脱 

エドワード・ガードナ

ーEdward Gardner 

探検を全う 

ナサニエル・クンバ

Nathaniel Kumba (マブル

ーキ Mabruki とも呼ば

れる) 

探検を全う 

サイモン・プライス

Simon Price 

1870 年 8 月 17 日離

脱 

エイブラハム・ペレイ

ラ Abraham Pereira

（Abram、Ibram とも綴

られる） 

1870 年 8 月 17 日離

脱 

ジェームス・ルットン

James Rutton 

1871 年 2 月 4 日殺

害 

リチャード・イセンバ

ーグ Richard Isenberg 

1866 年 6 月 18 日頃

病死 

アルバート・バラカ

Albert Baraka 

1867 年 9 月 1 日離

脱 

アンドリュー・パウエ

ル Andrew Powell 

1866 年 9 月 4 日離

脱 

表 2．第 1 期ナーシク・ボーイズの一覧 
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最後の探検関連日誌類に見えるナーシク・ボー

イズの活動 

最後の探検の概要 

 本章では、リヴィングストンの最後の探検に

おけるナーシク・ボーイズの活動を再構成す

る。すでに述べたように、ウォーラーによって

編纂された刊本は本稿の目的を達成するには不

十分である。そのため、以下の記述はスコット

ランド国立図書館やリヴィングストン研究セン

ターなどに所蔵されているリヴィングストンが

記した日誌類やそれ以外の同時代記録に基づい

ている。 

 リヴィングストンの最後の探検とここで呼ぶ

のは、1866 年から彼が死去する 1873 年まで行わ

れたナイル水源の解明に焦点を当てた探検を指

す（地図 1 参照）。この探検の地理範囲は、現

在でいうタンザニア、モザンビーク、マラウ

ィ、ザンビア、コンゴ共和国にまたがる地域に

 
（地図１）リヴィングストン最後の探検における行路  

Livingstone 1874 付図をもとに情報を加筆修正し、筆者作成。実線部分はリヴィングストン在命中の行路、日付は通

過ないしは滞在期間を示す。リヴィングストン死後の行路は破線で示した。 
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拡がっている。リヴィングストンはそれまでの

探検からアフリカ大陸内陸部の水系に関して 3

本の主要流路がナイル川に接続しているという

推論に至っており、ヨーロッパ人に未発見のル

アラバ川がそれらうちで最大であるという仮説

の証明がこの探検の最大の目的であった 16。 

 

 この探検がそれまでに彼の経験した探検と異

なる最大の点は、資金面にかかわる。たとえ

ば、1858 年から 1864 年までのザンベジ川探検の

際には英政府から 5000 ポンドの資金を提供さ

れ、そこからこの川を遡行するための外輪船を

用意する資金も捻出されたが、この探検が失敗

に終わると、英政府はアフリカ大陸東部や中央

部での探検事業に予算を振り分けるのをためら

うようになる 17。英政府や王立地理学協会からも

十分な資金援助を受けられなかった彼は、私財

を投げうつなどして資金を確保する。したがっ

て、資金は潤沢という状態からほど遠かった。

このように、大規模な探検隊を組織できなかっ

たリヴィングストンは、アフリカ大陸東部出身

で、かつ宣教団のもとで教育を受けたナーシ

ク・ボーイズには随行者として非常に高い期待

を抱いていたと考えられる。 

リヴィングストンはこの探検の開始時、第 1

期のナーシク・ボーイズ 9 名のほかに、やはり

インドで集めた 13 名のスィパーヒー、10 名のコ

モロ諸島アンジュアン（ジョアンナ）島出身

                                            
16 実際にはこの推論は正しくなく、ルアラバ川とはタンガニイカ湖の西側でこの湖と並走するように南北に流れる川で

あり、それはコンゴ川となりキンサシャを通過し、最終的には大西洋に流れ込む河川である。 
17 John McCracken, Politics and Christianity in Malawi, 1875-1940: The Impact of the Livingstonia Mission in the 
Northern Province, Zomba: Christian Literature Association in Malawi, 2000 (1st. ed. Cambridge: Cambridge 
University Press, 1977), 54-55. 
18 DLC/1115/33 [entry on 18 March 1866]. 
19 DLC/1123/no date. 
20 DLC/1115/29. 

者、また、ザンベジ川探検以来、リヴィングス

トンと行動を共にしていたチュマやウェコタ

ニ、スシらを擁する探検隊を組織していた 18。

1866 年 2 月 10 日の日誌にはリヴィングストンか

ら隊員に支給した物品とその額が記されてい

る。それによれば、6 シリング相当のジャンパー

をナーシク・ボーイズはそれぞれ受け取ってお

り、同額のジャンパーはアンジュアン島出身者

らにも支給されている 19。 

 

ザンジバル島出発からリチャード・イセンバー

グの死まで 

 ザンジバル島に到着した一行は、2 月 18 日、

スルターンに謁見しているが、その際の記述の

なかに次のような一節がある。「私はナーシ

ク・ボーイズについて、彼らは奴隷制のもとか

ら救出され、教育を施され、そうして自らの国

に（ボンベイ）領事から送り返された者たちで

あると（スルターンに）説明した。スルターン

は、地球上には自分勝手な動機以外の何かに突

き動かされて行動する人々が確実に存在するの

を目の当たりにしたはずである」20。また、リヴ

ィングストンはザンジバル島で探検の準備を進

めるなか、隊員の性格や適性についても観察し

ており、3 月 26 日には次のような記事がみられ

る。「2，3 名のナーシク・ボーイズは些か強く

奴隷根性を携えている。それは漆黒の肌を持つ

者たちの奥深くに染み渡っているものである。
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ガッラ出身の 2 名は彼らのなかでもっとも知的

で勤勉である。ただし、ほかの者が頑張ってい

るときに、それを無関心に傍観している者もい

る」21。 

  アフリカ大陸に渡った一行は、当初から様々

な困難に遭遇する。繰り返し一行を悩ませたの

が病気であった。食糧や交換のために持ち込ん

だ牛馬は 1866 年 4 月 7 日に眠り病を媒介するツ

ェツェバエに最初に噛まれたのを契機に、徐々

に数を減らしていくし、4 月 16 日からはスィパ

ーヒー、アンジュアン島出身者たちに続き、ナ

ーシク・ボーイズに熱病の流行が見られた 22。そ

のなかでもリチャード・イセンバーグについて

は、4 月 10 日の段階でキニーネなどが与えられ

たが、その後も頭痛が続いていた 23。 

4 月 29 日にはルヴマ川岸のマコンデの人々の

集落につくと、リヴィングストンはナーシク・

ボーイズを介して住民と交流を図ろうとする。

しかし、ナーシク・ボーイズのなかにマコンデ

出身を名乗っていた者がいたにもかかわらず、

彼らはマコンデの言葉ができないことを理由に

通訳を断り、交流の試みは失敗する 24。4 月 30

日には食糧不足が生じはじめ、スィパーヒーた

ちに続き、ナーシク・ボーイズからも不満の声

が上がりだした 25。 

そのような状況下の 5 月 3 日、現地の男性が

やって来て、隊のなかの誰かが自分の畑のモロ

                                            
21 DLC/1115/37. 
22 DLC/1115/44, 50; DLC/1124/15 April 1866, 24 April 1866. 
23 DLC/1124/10 April 1866 
24 DLC/1115/56; DLC/1124/29 April 1866. 同様の問題は 1866 年 6 月 3 日の日誌にも記されている(DLC/1125/3 June 
1866)。 
25 DLC/1124/30 April 1866 
26 DLC/1124/3 May 1866 
27 DLC/1115/64. 
28 DLC/1115/65. 
29 DLC/1115/65; DLC/1124/9 May 1866. 

コシを刀で切ったと訴える。それを受けて、エ

イブラハムともうひとりの随行員が状況確認の

ために派遣された結果、ナーシク・ボーイズの

曳くラバに積載していた荷物で茎が 2 本折れて

いたことが確認された。これに対して、リヴィ

ングストンはナーシク・ボーイズの不注意さに

対する不満を日誌に記している 26。5 月 8 日にリ

ポンデという集落に到着すると、リヴィングス

トンはスィパーヒーのハヴェリダールとナーシ

ク・ボーイズをこの集落に残し、牛馬と共に休

養を取らせ、先に進む 27。その翌日の日誌には

「スィパーヒーやナーシク・ボーイズたちから

離れることができて済々としている」と記され

ている 28。リヴィングストンはナーシク・ボーイ

ズが牛馬に過重に荷物を載せていることをしば

しば咎めていたが、彼らがそれを意に介するこ

とはなかったという。それどころか、アルバー

ト・バラカが既に過重に積載していたラバのう

えにメイズの袋を載せたために、ラバが転倒し

てしまったことをリヴィングストンは日誌に書

き記している 29。このように、探検が始まって間

もない段階で、すでにリヴィングストンとナー

シク・ボーイズの関係は相当に悪化していた。

リヴィングストンは「彼らは何かの罪を犯した

がゆえに故郷から売り飛ばされたのではない

か」とすら推察しているし、先述のラバを転倒

させたアルバート・バラカはその結果としてラ
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バを取り上げられた際、もう隊に貢献すること

を一切しないと大声で叫び、そのうえ、リヴィ

ングストンがこのような野蛮な国に自分たちを

連れてきたことは犯罪なのだという内容も怒鳴

り散らしたとされる 30。これに対して、リヴィン

グストンは棒で彼を叩いたが、その際にこのナ

ーシク・ボーイは「鉄砲を持ってきて俺を撃ち

やがれ、それでも俺は何もしないぞ」と言い、

リヴィングストンはさらに強打したという 31。 

 リポンデに残したナーシク・ボーイズの一員

のエイブラハムが 1866 年 5 月 20 日にリヴィン

グストンのもとにたどり着き、スィパーヒーら

が隊を離脱する意向であることを伝える 32。エイ

ブラハムはリヴィングストンからの伝言を預か

り、再びスィパーヒーたちのもとに戻り、27 日

にハヴェリダールとともにリヴィングストンの

もとに再び現れた。スィパーヒーらはハヴェリ

ダールの嘆願によって帰隊を果たすが、彼らは

その後もナーシク・ボーイズを説き伏せ、意図

的に大変遅い速度で本隊について行った 33。スィ

パーヒーとナーシク・ボーイズは互いに意思疎

通が可能で、リヴィングストンはナーシク・ボ

ーイズを介してしかスィパーヒーらと意思疎通

が図れなかったと記していることから、スィパ

ーヒーやナーシク・ボーイズはマラータ語ない

しはヒンドゥスターン語で会話をしていたと考

                                            
30 DLC/1115/65. 
31 DLC/1115/65; DLC/1124/9 May 1866. 
32 DLC/1115/72; DLC/1125/20 May 1866. 
33 DLC/1115/76; DLC/1125/30 May 1866, no date. 
34 DLC/1115/77. 
35 DLC/1115/77; DLC/1125/7 June 1866. 
36 DLC/1115/79; DLC/1125/15 June 1866. 
37 DLC/1115/86; DLC/1125/18 June 1866.なお、DLC/1115/745 には 1866 年 2 月 1 日の項目で、彼の死が述べられて

いる。それによれば、サイモンはリヴィングストンに託された解熱剤を強すぎるだろうという理由でリチャードに与え

なかったことがその死と関連付けられるようにして記されている。 
38 DLC/1115/87. 

えられる 34。こうした状況に業を煮やしたリヴィ

ングストンは、6 月 4 日、ナーシク・ボーイズら

に随行の継続か帰国かの二択を迫る。彼らは随

行の継続を選び、それぞれに荷物が割り振られ

た。 

この時点で、４月初旬から熱病を契機に体調

を崩していたリチャード・イセンバーグは本隊

から遅れを取っており、彼につき添っていたエ

イブラハムの献身的な看護をリヴィングストン

は評価している 35。6 月 7 日には、エイブラハム

がハヴェリダールや 2 名のスィパーヒーと共に

本体に合流を果たすが、リチャードは衰弱のた

めにいまだ遅れをとっていた。リチャードの救

出のために、隊の中からサイモン・プライス、

ルーベン・スミスとナサニエル・クンバが選ば

れ、彼のもとに送られる 36。6 月 18 日、スィパ

ーヒーらとともにサイモンとルーベンが帰隊

し、エイブラハムがリチャードのもとを離れた

２日後にリチャードが死んだことが本隊に伝え

られる 37。リヴィングストンは自らが看病しなか

ったことなどの後悔の念を日誌に露わにする

が、他方で、リチャードがスィパーヒーと近し

すぎる関係を築いてしまったことを批判してい

る 38。それが意味するところは、以下のようなも

のである。リチャードの体調が本格的に悪化す

るなか、彼はナーシク・ボーイズではなく、ス
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ィパーヒーらと共に過ごすことが多かった。リ

ヴィングストンはスィパーヒーらが仮病を使う

ことを知っており、なおかつ、彼らの言語を理

解できなかったため、リチャードの体調悪化も

スィパーヒーに唆され、仮病を使っていると理

解し、真剣に捉えていなかったのだと日誌で自

己弁護を行っている 39。リヴィングストンは、6

月 7 日に本隊に再合流したエイブラハムによっ

て、リチャードがスィパーヒーらに取り残さ

れ、独りで道中の集落で病に伏していることを

聞き、漸く事態の深刻さを理解したのであっ

た 40。 

リチャードの死亡が報告された日、リヴィン

グストンはスィパーヒーを呼びつけ、彼らにナ

ーシク・ボーイズに帰国を唆さないようにとく

ぎを刺している 41。リヴィングストンの記事によ

る限りでは、スィパーヒーらとナーシク・ボー

イズの関係性とは、前者が後者を恐喝して小間

使いに用いるなど、自らの意のままに操ろうと

するものであった 42。この密接な関係性はリヴィ

ングストンをたびたびいら立たせていた。6 月

24 日の日誌では、スィパーヒーらがナーシク・

ボーイズを自らと引きはなそうとしていると記

している 43。 

 

アンドリュー・パウエルの離脱まで 

 これ以降、リヴィングストンはスィパーヒー

との関係性以外にも、ナーシク・ボーイズへの

不満をたびたび日誌中に吐露するようになる。

                                            
39 DLC/1125/18 June 1866. 
40 DLC/1125/18 June 1866. 
41 DLC/1115/87. 
42 本文で挙げる事例のほかにも、たとえば DLC/1115/114/14 July 1866; DLC/1142/23 July 1866. 
43 DLC/1115/90.また、同様の記述は DLC/1125/20 July 1866 にも存在。 
44 DLC/1115/97; DLC/1125/29 June 1866. 
45 DLC/1115/110-111. 

たとえば、6 月 29 日には、彼らのうちのひとり

が 240 ベールのキャリコの入った包みを紛失し

たことが報告された。本人の報告によれば、道

にそれをひとたび置いて、少々脇道に逸れてい

る間になくなってしまったというが、リヴィン

グストンは昼寝をしている間に盗まれたのだろ

うと推測している 44。これらの布地は道中、探検

を円滑に進めるために現地の有力者への贈り物

や食糧調達のための物々交換などに用いる物資

であり、こうした紛失の痛手は小さくなかっ

た。この一件以降、ナーシク・ボーイズによる

紛失事故が相次いで日誌に現れる。特に 7 月 14

から 28 日のあいだにナサニエル・クンバが布地

を、ルーベン・スミスが弾薬をそれぞれ大量に

紛失したことが日誌に記されている。ただし、

それらは単純な紛失ではなく、リヴィングスト

ンは彼らがそれらを勝手に売却したと推測して

いる 45。これらは推測にほかならないが、一行は

ちょうどこの頃、ニヤサ湖南端付近の東岸から

やや内陸に入ったマタカ王国の首府ムウェムベ

を通過しており、売却に都合のよい条件下にあ

ったのは確かである。その一方で、別の隊員に

よる荷物の売却をめぐって、ナーシク・ボーイ

ズが命を狙われる一件も発生した。たとえば、

1866 年 7 月 20 日の日誌では、スィパーヒーらが

サイモン・プライスを秘密裏に殺害しようとし

ていることが記されている。これは、スィパー

ヒーらが弾薬を売って現地の人々から家禽を獲

得しようとしているのをリヴィングストンが関
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知した件について、サイモンによる告げ口のせ

いであるとスィパーヒーらが誤認したことによ

る 46。 

 ナーシク・ボーイズに大きな変化が生じるの

がちょうどこの頃である。まず、マタカ一世ニ

ャンビのもとを出発して以降、ルーベンとアン

ドリュー・パウエルは本隊から遅れをとる。ア

ンドリューのみがリヴィングストンの送った迎

えに応じて本隊に再合流し、彼は胸の痛みのた

めに遅れたことを報告した 47。リヴィングストン

は再度、ルーベンに迎えを出すが、ルーベンは

それに対して隊からの離脱を宣言した。彼はニ

ャンビのもとに向かったとされる。リヴィング

ストンはこの離脱について「幸福な厄介払い」

と極めて短く感想を述べている 48。 

別の一件はエイブラハム・ペレイラについて

である。彼はムウェムベで一行を見物しに来た

群衆のなかに自らのおじを見つける。おじはム

ウェムベに残ることを説得し、そこにニャンビ

や別のおじ、さらにはリヴィングストンも加わ

り、説得をするが、エイブラハムはそれを拒否

する。その際に「母も姉妹もいない場所にどう

やって留まることができるのでしょう」と述べ

たという 49。彼はおじから母と姉妹もアラブ人に

売られてしまったことを聞いていた。リヴィン

グストンはエイブラハムに、インドに戻って結

婚してから再び訪問すればよいと伝えたと日誌

に記しているが、同時に、ヨーロッパ人が連れ

                                            
46 DLC/1142/20 July 1866. 
47 DLC/1142/29 July 1866. 
48 DLC/1115/110.  
49 DLC/1115/112; DLC/1142/27 July1866. 
50 DLC/1115/112. 
51 DLC/1115/112. 
52 DLC/1115/118; DLC/1142/20 July 1866. 
53 DLC/1142/4 September 1866. 
54 DLC/1115/148. 

てこない限り、ナーシク・ボーイズが再びこの

地を訪れることはないだろうとも記している 50。

加えて、彼らは自らの能力に過大な自信を持っ

ているが、実際には農業を学んでいないため

に、この地では活躍ができないだろうとも記し

ている 51。 

このように、ナーシク・ボーイズの資質を冷

淡に分析する一方、ムウェムベで自分と同じく

赤痢の症状にあったナーシク・ボーイズの 1 人

を自らの部屋に招き、そこで休ませている 52。 

ニャンビのもとを離れてしばらく経った 9 月 4

日、アンドリュー・パウエルが離脱する。この

頃、本隊からの迎えが来るまでずっと後方に滞

留するのを繰り返したスィパーヒーらを見てい

たナーシク・ボーイズは、何か不満が生じるた

びにそれを模倣するようになっていた 53。この

日、すでに振り分けられていた荷物に追加で毛

布と布地を運ぶよう指示されたアンドリューが

これに立腹すると、リヴィングストンは彼をラ

タンで 12 回打ち、随行を辞めて、故郷に戻る

か、さもなければ、指示に従うように命じた。

アンドリューはこれを受けて、隊を離脱する。

リヴィングストンは「あいつをお払い箱にして

とても嬉しい」と短い感想を記している 54。アン

ドリューはニャンビのもとに戻ったとされる

が、リヴィングストンは、そこには食糧が豊富

だが、彼がやれることは何もないとし、「奴隷

の少年らがどんな教育を受けようとも、きわめ
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てごくまれな例外を除いて、部族のもとに行

き、その部族のために宣教師として働く者など

いるのだろうか」と自問する 55。そのうえで、そ

うした少年らは宣教団の助手としては、こちら

が手綱を強く握っている限りは有益になると述

べ、そのうえでナーシク・ボーイズについて、

自分たちがナーシクで学んだ鍛冶や木工、製靴

の腕に過剰な自信を持っているが、木工以外は

この地で何の役にも立たないと記している 56。 

 

エイブラハム・ペレイラの通訳問題まで 

 その後、バングウェウル湖を通過し、一行が

タンガニイカ湖西岸付近のマンガンジャの人々

のある首長と出くわした際、その首長から自ら

の民、あるいは自分自身とその妻たちの隊への

同行を強く懇願される一件があった。1866 年 10

月 5 日の日誌によれば、この騒ぎのなかでサイ

モン・プライスは首長の発話のなかからふたつ

の単語を聞き取り、別の集団がやって来て一行

を殺戮すると首長が語っていると解釈し、リヴ

ィングストンに伝えている 57。リヴィングストン

はナーシク・ボーイズに通訳としての活躍も期

待しており、特にサイモンについては、「私の

通訳」として日誌に登場する場合もある 58。11

月 3 から 5 日はサイモンが病に伏したために本

隊は足止めを喰らっている 59。サイモンは 11 月

21 日にも病に伏しており、ヤギの脂をこすった

ために発疹が出たとリヴィングストンは記して

                                            
55 DLC/1115/148. 
56 DLC/1115/148. 
57 DLC/1115/176; DLC/1126/5 October 1866. 
58 DLC/1115/111. 
59 DLC/1115/204. 
60 DLC/1115/212; DLC/1127/19 November 1866. 
61 DLC/1115/238, 239. 
62 DLC/1115/251-252. 

いる 60。リヴィングストンはリチャードの場合が

そうであったように、体調などの都合で後れを

取る隊員がいても本隊の進行を止めない場合が

多々あったことを踏まえれば、サイモンの体調

不良が原因で本隊を足止めしたことは、それだ

け探検遂行に果たすサイモンの役割をリヴィン

グストンが高く評価していたと解釈することも

できるだろう。事実、この時期、サイモンとリ

ヴィングストンは良好な関係を築いていたよう

で、1867 年 1 月 9 日の日誌では、手持ちの食糧

が底を突いたリヴィングストンにサイモンは自

らの食糧の一部を渡しており、その二日後の朝

食時にもサイモンは自ら絶食し、その分をリヴ

ィングストンに渡している 61。 

  その後、1 月末に再びニヤサ湖とタンガニイカ

湖のあいだの地域に戻った一行は、チタパング

ワあるいはモトカと呼ばれる首長のもとを訪れ

るが、ここで問題が発生する。1 月 31 日に一行

が首長に謁見した際、彼は一行に自らの所有す

る牛の一群を見せ、そのうちの一頭を与えた 62。

その際に通訳をしたエイブラハムが返礼品は何

でもよいと伝えたので、翌日、リヴィングスト

ンは手持ちのなかで最上の布地を差し出した。

しかし、2 月 4 日、首長の集落を少々離れ、隊が

ヤギを買いに行くことを伝えると、首長はリヴ

ィングストンが手持ちの持ち物を見せびらかす

だけで、何も自分から購入していないと激昂

し、贈与した牛を食すように求め、リヴィング
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ストンはこれに応じた。一行は 6 週間以上ぶり

に牛肉を味わった 63。その後、リヴィングストン

はさらに布地の贈り物をするが、首長はそれら

を突き返し、ナーシク・ボーイズがリヴィング

ストンから与えられた毛布を要求した 64。ナーシ

ク・ボーイズは自らの奴隷ではないので、一度

与えたものを取り上げることはできないとリヴ

ィングストンは繰り返し首長に説明するが、首

長は受け入れず、使者を一行のもとへ送り、エ

イブラハムとサイモンに対して一晩中、その使

者が狼藉を働くなどした。その後も交渉は続

き、交渉に出てきた首長の臣下たちは、首長が

一行を戦争に巻き込み、食糧をすべて奪い去る

だろうと脅しをかけ、ナーシク・ボーイズ、と

りわけサイモンがそれに大きな恐怖を覚えたと

される 65。 

交渉の続く 2 月 13 日、エイブラハムがリヴィ

ングストンにこの問題の原因となる事実を告白

する。すなわち、首長が自身の所有する牛の群

れに一行を案内した際、首長は「好きなものを

選んで、召し上がってください。そして、私に

は毛布を一枚ください」と語っていたのをエイ

ブラハムはきちんと通訳していなかった事実が

ここで判明する 66。これを知ったリヴィングスト

ンはその日の日誌にナーシク・ボーイズがいか

に役に立たないかについての愚痴を綴ってい

る 67。2 月 15 日、首長は古い毛布を一枚受け取

り、騒動はようやく一段落した 68。しかし、リヴ

                                            
63 DLC/1115/253. 
64 DLC/1115/253. 
65 DLC/1115/256. 
66 DLC/1115/257; DLC/1128/15 February 1866. 
67 DLC/1115/257-258.  
68 DLC/1115/258. 
69 DLC/1115/259 
70 DLC/1115/259. 
71 DLC/1115/261. 

ィングストンのナーシク・ボーイズに対する不

満は収まらず、その翌日の日誌にも、彼らが自

分たちを自らと同等であるとうぬぼれているこ

と、何か意見を求めても「閣下のお考えのとお

りに」としか繰り返さないことなどについて不

満を綴っている 69。首長は別れ際に牛を再び贈与

し、一行はそれを解体して分配したが、牛肉を

好まないナーシク・ボーイズはそれをカラバッ

シュやカボチャ類と道中、交換している 70。 

2 月 19 日には、エイブラハムはリヴィングスト

ンにニュムボ、あるいはヌムボ、ムムボと現地

で呼ばれるイモの栽培方法について説明し、同

様にジェームスも自分の故郷のニュムボについ

てリヴィングストンに語っている 71。第 1 期のナ

ーシク・ボーイズについては正確な年齢に関す

る情報を日誌から得ることはできないが、故郷

での暮らしに関する一定の知識を得た後に奴隷

として故郷を離れたことを、少なくともこの 2

人については推測できる。 

 

アルバート・バラカの離脱まで 

 1867 年 5 月中旬、一行はタンガニイカ湖南端

付近でリエンバ川の流路を探索していた。この

頃、アルバート・バラカは隊から離れ、ある集

落に留まり、ジェームス・ルットンは道中、3 台

のクロノメーターを含む自身の担当の荷物を道

端に置いたまま、隊から 1 日離脱している。ジ

ェームスはその日の晩に本隊に再合流したが、
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離脱の理由も不平も述べることはなかった。リ

ヴィングストンは、彼らは誰かの助けを借りれ

ば自らの故郷に容易に戻れると考えているが、

実際のところ、その故郷の近くを通ったとして

も、そこが故郷であると認識できないだろうと

綴っている 72。8 月 30 日、今度は湖の南西端付

近のロフ川付近を探索中、一行はティップー・

ティプの愛称で知られるスワヒリ商人に出会

う 73。その 2 日後、2 名のナーシク・ボーイズが

本隊よりだいぶ後方に滞留し、同行するアラブ

人たちに対して、自分たちはリヴィングストン

に大量の荷物を運ばされており、「イギリス人

は善人と言われているが、そうではないのだ」

と訴えていたとされる 74。リヴィングストンによ

れば、彼らの運ぶ荷物は奴隷 1 人当たりの運搬

量の約 3 分の 1 程度で、2 人のうちの 1 人は 3 ポ

ンドのビーズが追加されたことで抗議をしてい

た 75。この 2 人のうちに含まれるかははっきりと

しないが、アルバート・バラカがこの日、隊を

離脱した。彼は数日前に通過したティップー・

ティプの集落に戻ったことが日誌に記されてい

る 76。リヴィングストン曰く、彼が唯一嫌いなこ

とは労働であり、周囲に共同での逃亡をしきり

に持ちかけていた。彼は道中、キノコ採りをす

るために、薬箱などを地元の子供に預けた際、

それら一切を紛失したりしていた 77。リヴィング

                                            
72 DLC/1115/279. 
73 DLC/1115/302. 
74 DLC/1115/302. 
75 DLC/1115/302. それぞれが担当する荷物の分量は、ナーシク・ボーイズにとって大きな関心事で、それは本隊から

遅れることの理由にもなった(DLC/1115/305)。 
76 DLC/1115/302-303. 
77 ただし、たとえば、1867 年 1 月 20 日の日誌では、アルバートを「とても慎重な」人物として評価し、それゆえに、

薬箱を持たせていたことが記されている(DLC/1115/244)。 
78 DLC/1129/25 September 1867. 
79 DLC/1129/24 September 1867. 
80 DLC/1129/16 November 1867. 
81 DLC/1129/19 December 1867. 

ストンは、彼はザンジバル島に戻り、アラブ人

の奴隷の奴隷になるのだろうと記している。 

9 月 25 日の日誌には、深い森を進み、ようや

く見つけた人里でもアラブ人の襲撃と間違わ

れ、入村を拒否され、行軍を余儀なくされるな

か、疲労困憊になったガードナーが大地にばっ

たりと倒れ込む様子が記されている 78。この頃に

なると、他の隊員も疲労が蓄積していることが

日誌からも如実に読み取れ、これに業を煮やし

たリヴィングストンは、「ナーシクで飯を喰わ

してもらい、着るものを与えられ、教育を受け

たにもかかわらず、こいつらのなかには奴隷で

あり続ける者もいるのだ」と記している 79。 

11 月 16 日の日誌には、ジェームスを料理番か

ら外した一件が記される 80。それによれば、彼は

ガードナー―リヴィングストン曰く、「もっと

も不潔な輩」―が粥を作るための鍋で汚れた足

を洗うのを、ジェームスが傍にいたにもかかわ

らず咎めなかったのが理由として挙げられてい

る。また 12 月 19 日には、ガードナーが彼の担

当だった袋からビーズを勝手に売り払っていた

ことをリヴィングストンは発見している 81。 
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1870 年の一斉離脱まで 

  1868 年 1 月 2 日、サイモンの病気により隊は

足止めを食らう 82。2 月 24 日、タンガニイカ湖

付近の集落に滞在していた一行は、元奴隷で商

人のムハンマド・ボガリブという人物の代理人

に連れられた奴隷と諍いを起こす。奴隷たちは

ニャムウェズィによって屠られた肉を売りに集

落に入り、「カーフィル、カーフィル」とはや

し立てられたのに一行が反応し、暴力沙汰とな

った。そのなかでサイモンの頭部に木片が的中

し、彼は昏倒してしまった 83。この頃、一行はナ

イル水源の発見を目指して右往左往していた

が、随行員たちの疲労がより一層、露わになっ

てくる。エイブラハムは詳細こそ分からないも

のの、「古い苦情」を口実に暇を申しでて、リ

ヴィングストンはそれを許している 84。これにつ

いて、エイブラハムはウジジに向かい、二度と

戻ってこないだろうというジェームスの言が日

誌には記されている 85。ジェームスが翌日にもリ

ヴィングストンが約束した賃金を随行員たちに

払わないだろうと広言していたのを、リヴィン

グストンは日誌に書き留めている 86。その後、5

月 3 日の日誌にはエイブラハムが戻ってきたこ

とが記されている 87。エイブラハムの暇乞いを認

めたことの記事なかに、暇乞いに関するエイブ

ラハムとリヴィングストンのやり取りは記され

ていないが、この日の日誌では「エイブラハ

                                            
82 DLC/1129/2 January 1868. 
83 DLC/1115/358. 
84 DLC/1115/371. 
85 DLC/1115/371. 
86 DLC/1115/372. 
87 DLC/1115/394. 
88 DLC/1115/476. 
89 バムバッレから南西に 7 日行程の村とされる（NLS MS.10768, f. 80 [Livingstone to Kirk, 25 March 1871） 
90 DLC/1115/609. 

ム、私の伝令」と記されており、リヴィングス

トンはエイブラハムに何らかの条件を付け、短

期間の離脱を許していた可能性が考えられる。

エイブラハムはバングウェウル湖とムウェル湖

のあいだの地域領域を持つカゼムベが「寛大」

であることを報告し、これをリヴィングストン

は大変に喜んでいる。 

 1868 年 11 月 15 日、この月のはじめから滞在

していたカブワブワタでサイモンがシマウマを

屠ったことが記されている 88。リヴィングストン

はこのときすでにウジジへ向けて出発すること

を決意しており、その肉でそれから数日分の穀

物や豆類を獲得している。 

 1870 年 6 月 16 日カトムバというアラブ商人が

拠点とする、タンガニイカ湖北西岸付近のマモ

ヘラ 89にいたリヴィングストンは次のように日誌

に記している。「ナーシクの生徒たちはいまや

夫が交易に出て留守中の奴隷女たちと一緒に暮

らし、腹いっぱい食べている。（中略）彼らは

私に何もしてくれず、誰も私の荷物を持ってく

れず、誰も次の地域に行こうとしないがため

に、マニェーマ（当時いた地域の名称）で彼ら

のなすがままにいるのを私は見ているばかりで

ある」と嘆き、ナーシク・ボーイズが自らの命

令に全く従わない一方、当地の首長には委縮し

ている様子を記している 90。この頃になると体調

が悪化していたリヴィングストンは、もはやナ
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ーシク・ボーイズや他の随行者の行動を制御で

きる状態ではなくなっていた。  

1870 年 7 月 6 日、同年 2 月初旬に訪れたマモ

ヘラに再び一行は戻っている。そこで住民たち

に再会を祝福された。しかし、エドワード・ガ

ードナーは恐らく到着前に通過したアラブ人キ

ャンプで得たと考えられる女奴隷を連れてきて

いた 91。一行は走り回ったり、銃を撃つふりをし

たりと大騒ぎをし、エイブラハムは隊の規律に

反して、２羽の家禽と幾ばくかのタバコを手に

していた。リヴィングストンにとっては無秩序

なこの騒ぎに関連して、「身に危険が及ばない

場所でならば、ナーシクの生徒は皆、熱心な奴

隷狩り屋なのである。マニェーマでは危険はな

く、（戦いの）銃声から自由なのである。ナー

シクで豚盗人だった彼らは、いまや嬉々として

奴隷盗人になるのである。彼らは求められても

いない奴隷仕事をして、アラブ人に気に入られ

ようとあらゆることをしている」と記してい

る 92。このように書くのは、こうした騒ぎに加

え、サイモンとエイブラハムがムハンマド・ボ

ガリブに女性の斡旋を懇願しているのを知って

のことであった 93。そして、この日の日誌はこの

2 人のナーシクで身に着けた技能の問題点を列挙

し、彼らは労働と賃金の関係性をいまだ学んで

おらず、何もせずして賃金が支払われると勘違

いしていると結ばれている 94。 

                                            
91 DLC/1115/612. 
92 DLC/1115/612. 
93 DLC/1115/612. 
94 DLC/1115/612. 
95 DLC/297a. 
96 DLC/297a. 
97 DLC/1115/609-610. NLS/Ms.10703/XXXVI には彼がマニェーマで盗みを働いていたことが後日談として記されてい

る。 

1870 年 8 月 17 日に書かれたメモによれば、ル

アラバ川を遡上し北上しようとしたリヴィング

ストンはカヌーの購入を計画するが、随行者た

ちがそれに一様に反対し、それを断念したこと

が記されている 95。そして、彼らの反対は遡上に

対するものではなく、これ以上、探検を続ける

ことに対するものであったことを彼は理解す

る。これに気付くのと同時に、給与として与え

ようとしたビーズについても受け取りを拒否さ

れたリヴィングストンは、当時、同行していた

アラブ人に随行者たちが逃亡を企てていると告

げられている 96。そうしたなかで、リヴィングス

トンとサイモンの関係性も変化していた。リヴ

ィングストンは、「サイモン・プライス某がカ

ブワブワタで２人のベンバ人を殺害して以来と

いうもの、彼は盗みを働き、嘘を吐き、不潔で

あらゆる不道徳を併せ持つ厄介者になってしま

った。私は決してこんな奴らと一緒にいたくは

ないが、他に誰もいないし、随行員の追加を頼

んだ手紙の束も破られてしまったのではないか

と恐れている」とも同日の日誌に記している 97。 

 

1870 年 8 月の一斉離脱とそれ以降 

1870 年 8 月 17 日、ナーシク・ボーイズはガー

ドナーを残して全員が隊を離脱する。エイブラ

ハムとサイモンが首謀者であった。リヴィング

ストンは、マモヘラで出会った夫の留守を守る

女性たちに会いに行くためであると離脱の動機
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を推察している 98。離脱を宣言されたことに対し

て、リヴィングストンはザンジバルのスルター

ンがジョン・ハニング・スピークの探検隊から

の離脱者を処罰したこと、ナーシク・ボーイズ

が自分を「人喰いの土地の真ん中で」放り出し

たことを在ザンジバル英領事が知れば激昂する

だろうことを加えながら、離脱しないよう説得

に努めたが、サイモンは「『僕は悪い少年で

す』って書くから、紙をよこしな」、「サイイ

ド・マージドが俺を鎖でぐるぐる巻きにすりゃ

いい、殴りゃいい、撃ちゃいい」などと言い、

挙句に「誰があいつ（リヴングストンのこと）

のもんを運ぶんだい」と大笑いしながら彼のも

とを去っていったとリヴィングストンは記して

いる 99。彼らはガラス玉や布、ナイフなどを勝手

に持ち去ったとされる 100。リヴィングストンは

その様子に続け、「彼（文脈からエイブラハム

のことを示すと考えられる）は 7 年に亘る労働

に疲弊してしまったのだ」101と分析をすると同

時に、自らがアラブ人と同じように体罰を与え

ることをしなかったために彼らはわがままに振

る舞うようになり、それが離脱の遠因であると

いう理解も日誌に記している 102。また、それに

関連して、彼らがカブイレという集落で殺人を

犯したことについても言及されている 103。その

                                            
98 DLC/297d/XVII. 
99 DLC/297a. 
100 DLC/297a. 
101 DLC/297a. 
102 DLC/297a. 
103 DLC/297a. 
104 DLC/297a. 
105 DLC/297b/LXXVI. 
106 DLC/297b/LXXVI. 
107 NLS/Ms.10701/154; NLS/Ms.10703/LXXXIV. 
108 NLS/Ms.10703/LXXXIV; DLC/Cat1115/617. 
109 DLC/1115/617. 
110 NLS/Ms.10703/LXXXVI. 

後、10 月 19 日、離脱したナーシク・ボーイズ

は、ムハンマド・ボガリブに同行することをリ

ヴィングストンに使者を介して伝える 104。 

しかし、翌年 1 月 22 日に彼らは再び、リヴィ

ングストンの前に現れ、二度と離脱しないこと

を誓い、帰隊を申し入れる 105。リヴィングスト

ンは首謀者のサイモンとエイブラハム以外の帰

隊を許した 106。それでもサイモンとエイブラハ

ムは隊に紛れて同行し、第三者を介して帰隊を

懇願するなどしていたが、リヴィングストンは

彼ら２人に対して大変に立腹しており、赦すこ

とはなかった 107。 

 その後、1871 年 2 月 4 日、帰隊をしたナーシ

ク・ボーイズのひとりジェームスが食糧調達に

出た際、現地民によって弓矢で射殺された 108。

この一件に関する記録のなかでジェームスにつ

いて、リヴィングストンは、「ナーシクから来

た私の使えない奴らのひとり」と表現し、彼が

自らの望んでいた北へ針路をとることを拒否し

ていたことも記している 109。なお、この殺害者

は数日後に現地の人々によって捕えられ、その

後、射殺され、その肉を食べられている 110。 

2 月 12 日には、ナサニエルの体調が悪化し、

隊は足止めを喰らっている。コレラのような症

状が出ていると翌日の日誌でリヴィングストン
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は記しているが、その後、体調がとても悪いと

訴えるナサニエルを連れて隊は出発する。リヴ

ィングストンは彼の訴えを「ナーシクの甘やか

し学校にいた者たちすべてがやるよう」なもの

として捉えている 111。また、この日、帰隊を許

されないなか、本隊に随行を続けていたサイモ

ンとエイブラハムに対して、ついにリヴィング

ストンは業を煮やし、隊から去らなければ撃つ

と通告する 112。これ以降、リヴィングストンの

日誌類にこの 2 人は登場しなくなった。 

 1872 年 8 月 11 日に到着したリヴィングストン

救出隊についてリヴィングストンは感謝の気持

ちを記しているが、そこに第 2 期ナーシク・ボ

ーイズに関する記述はない 113。また、この頃に

なると、ナーシク・ボーイズ自体に言及するこ

ともほとんどなくなっていく。1872 年から翌年

5 月 1 日の彼の死までの日誌類のなかで、ナーシ

ク・ボーイズに関する言及は、隊員に振り分け

た荷物のリストに個人名が見えるのを除けば、

ナサニエルに関する罵詈雑言とナーシク・ボー

イズ 2 名が牛を失くしたことのみである 114。 

 リヴィングストンの亡骸は隊員らによって沿

岸部まで運ばれる。沿岸部に到着した時点で隊

に残っていた第 1 期ナーシク・ボーイズはナサ

ニエルとガードナーのみであった。リヴィング

ストン死後の隊の行動については、第 2 期ナー

シク・ボーイズのジェイコブ・ウエインライト

とカルス・ファッラールによる記録である程

                                            
111 NLS/Ms.10703/LXXXVI. 
112 NLS/Ms.10703/ LXXXVI 
113 DLC/1131. 
114 DLC/1131. 
115 CMS B/OMS/Z/19. 
116 DLC/1142/53; CMS B/OMS/Z/19; Simpson 1975, 60 
117 RGS DL4/6/2 [Livingstone to Seward, 25 September 1867] 
118 Simpson 1975, 61. 

度、窺い知ることができるが、ナサニエルとガ

ードナーに関する情報は少ない。わずかに、カ

ルス・ファッラールがその日誌中で 2 人は第 2

期ナーシク・ボーイズに対して非協力的だった

と記すのみである 115。 

ファッラールの日誌やリヴィングストンの書

簡、先行研究などを総合すると、離脱した第 1

期ナーシク・ボーイズの離脱後については、以

下のような情報が得られる。すなわち、サイモ

ンはアフリカ大陸東部で交易に従事し、エイブ

ラハムはムウェムベに戻り、ルーベンはスィパ

ーヒーらとともにザンジバル島に戻り、そこで

病床に伏せていたが、その後、ボンベイへ帰還

したとされる 116。アルバートについても、ザン

ジバル島に戻ったとされる 117。アンドリューは

マタカ王のもとに戻ったとされる 118。 

 

おわりに 

 ナーシク・ボーイズは、聖公会宣教協会ナー

シク伝道所によって宣教における有用な人材育

成の目的のもとに作られた生活環境に身を置

き、教育を受けてきた人々であった。洋上での

イギリス王立海軍の奴隷交易廃絶活動によっ

て、奴隷身分から救出されたアフリカ大陸東部

出身の幼年者たちを聖公会宣教協会が引取り、

自前の施設で養育するうえで、将来の宣教活動

に資する人材を育成することも、また、宣教師

であり、探検家でもあったリヴィングストンが
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限られた資金のなかでより効率的に探検を進め

ようと画策するなかで、そうした経緯を持つ彼

らに白羽の矢を立てることも、特に驚くべきこ

とではない。このように、イギリス帝国の枠組

みのなかで奴隷交易廃絶と宣教、そして探検が

結びつくことで、第 1 期ナーシク・ボーイズの

アフリカ大陸への渡海は成立したのである。 

 彼らのアフリカ大陸への渡海に、彼ら自身が

故郷に戻りたいなどの自発的な動機を強く有し

ていたことを如実に物語る文献は管見の限り見

当たらない。事実、エイブラハムはみずからの

親族と対面し、そこで周囲から強く残留するこ

とを乞われていたのを拒絶し、探検への随行を

続けているのである。また、結果的には、リヴ

ィングストンの亡骸とともにアフリカ大陸東部

沿岸に帰還を果たした第 1 期ナーシク・ボーイ

ズは 9 名中 2 名に留まり、そのほかの者は途中

で死去するか、隊から離脱してしまった。探検

中の彼らの言動は、本稿で依拠したリヴィング

ストンの記録に依れば、ナーシク伝道所の宣教

師たちや探検開始前にリヴィングストンが思い

描いていた活躍とかい離していたといわざるを

得ないだろう。 

 これら本稿で明らかになった点を踏まえれ

ば、第 1 期ナーシク・ボーイズのアフリカ大陸

への渡海とは第一に、イギリス帝国の枠組みの

なかで奴隷交易廃絶、宣教そして探検が結合す

るなかで生じた出来事であった。この出来事

は、宣教や探検における有用性を宣教師や探検

家が彼らのうちに見出したことによってもたら

された側面が大きい。特にリヴィングストンに

ついていえば、第 1 期ナーシク・ボーイズに関

する言及に通底するのは、探検遂行上の有用性

に照らし合わせた上での彼らに向けられる評価

する視線である。その有用性とは、リヴィング

ストンと現地社会とのあいだの媒介者としての

ものであり、その役割は彼らがアフリカ大陸出

身者、つまり「アフリカ人」であるという側面

に焦点を当ててこそ現出するものであったはず

である。実際に、スィパーヒーらには探検の途

上で通訳を求めるようなことをリヴィングスト

ンはしていない。 

 では、本稿で焦点を当てた第 1 期ナーシク・

ボーイズはリヴィングストンが当て嵌めようと

するような「アフリカ人」という属性を自らの

うちに見出していたのだろうか。本稿で拾い上

げた記事による限りは、少なくともそのような

属性を彼らが強く抱いていたとは考えられな

い。たしかに、彼らのうちの多くは、隊を離脱

し、アフリカ大陸に残留する。しかし、繰り返

し帰隊の許しを得ようとしたサイモンやエイブ

ラハムの姿からはそうした選択が彼らにとって

望んだものであったようには考えられない。ま

た、ルーベンやアルバートが噂通り、ザンジバ

ル島やボンベイに落ち着いたのだとすれば、ボ

ンベイは言うに及ばず、英領事館が置かれるザ

ンジバル島もまた、イギリス帝国のネットワー

クで繋がれた場所であることを意識する必要が

あるだろう。では、ルーベンやアルバートがイ

ギリス帝国に強い帰属意識を持っていたのかと

いえば、それもまた留保が必要だろう。そうだ

とすれば、一体、彼ら自らはどこに自らの帰

属、アイデンティティを寄せていたのだろう

か。この点については、リヴィングストンの記

録以外にそれを探る手掛かりが必要であり、ま

た、第１期ナーシク・ボーイズに限らず、第 2
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期ナーシク・ボーイズやその他のボンベイ・ア

フリカンと併せて考察すべき課題であると考え

る。それについては稿を改めたい。 
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